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ウンシュウミカン (Citrusunshiu Marc. cv. 青島温
州）樹を使用して，土壌乾燥過程とかん水後の葉と果皮










スンキ (Citrussunki hort. ex Tanaka), タチバナ（
Citrus tachibana Tanaka), シークワシャー (Citrus
depressa Hayata), カラタチ (Poncirustrif oriata (L.) 


















































































葉の 1Jfwは約ー 0.35MPa, 緩乾燥ストレス区では約
-0.60MPa, 強乾燥ストレス区では約ー1.00MPaであっ
た．緩乾燥ストレス区の果皮の叩pは，乾燥処理直後一
時低下したが，その後徐々に高まり，処理終了時には，
土壌湿潤区とほぼ同程度まで回復した． これによって，
緩乾燥ストレス区の果実において，浸透圧調節機能が作
用したことを確認できた．葉の光合成速度と蒸散速度は，
乾燥ストレスの強度に応じて低下した．その要因として，
乾燥ストレスによって，気孔拡散抵抗の低下と葉内炭酸
ガス濃度の増加が認められた．処理後の果実品質では，
土壌湿潤区と緩乾燥ストレス区の果実重には，有意な差
を認めなかったが，強乾燥ストレス区で小さかった．両
乾燥ストレス区とも，可溶性固形物含量，酸濃度，ショ
糖，果糖およびブドウ糖濃度は，土壌湿潤区より増加し
た. 1果実当たりの全糖含量で比較した場合，緩乾燥ス
トレス区が最も高い値を示した.1acラベルした炭酸ガ
スを各処理樹に施用し，光合成同化産物の転流・分配特
性を解析した結果，緩乾燥ストレス区の果実器官におい
て，特に砂じょうで最も高い 13C分配率を示した． さら
に，緩乾燥ストレス区の果実では，乾物重当たりの 13C 
吸収量が，土壌湿潤区と強乾燥ストレス区に比べて明ら
かに高かった．これらの結果から，乾燥ストレスによる
ウンシュウミカン果実糖含量の増加は，浸透圧調節機能
に関連して果実のシンク能が活性化され，光合成同化産
物の分配率が砂じょうで増加することが原因と考えら
れた．
以上の試験結果をもとにして，本研究は，水分ストレ
スに対するウンシュウミカンの水分特性と果実の糖集
積機構について，水分生理学的な観点から総合的な考察
を試みた．得られた成果は，ウンシュウミカンの高品質
果実生産に関わる水分管理技術を確立するための重要
な基礎的知見として寄与するものと考えられる．
